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わたしのもとに来なさい 

 

担当司祭 田丸 篤 

人は誰でも休みや気分転換が必要です。しかし気分

転換のためにどこかに出かけたり、自分が好きなこと

をしたり、休むための時間を取ったとしても十分に力

や元気が回復しないということが起こります。人間の

心と体というものは、ただ休息するだけでは力を取り

戻すことができない不思議な何かがあるように感じ

ます。何かうまくいかないことやつらいことを経験し

た時、そのことをただやり過ごすよりもそのつらい状

態が変わらなくても何かそこに大事な意味を見つけ

ることができたり、神様とのつながりの中で、神様が

そのことをわかってくださっていると感じられる体

験をしていくとき、そのことが一番力になる気がしま

す。神様御自身にふれる体験を通して、生きる意味を

見出していくこと。神様の慈しみのまなざしに心の目

を向けて、つらいことや苦しいことに出会っても、神

様に心を開いて神様に何でも話して歩んで行くこと。

私たちの本当の力の回復は、神様にふれて神様の呼び

かけに応えて歩もうとする時与えられるものです。私

たちの本当の力の回復を願ってくださる神様につな

がって、自分の力を人々のために使っていくとき、私

たちは本当の意味で元気になり、喜びに満たされるの

だと思います。 

イエス様は私たちに「疲れた者、重荷を負う者は、

だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよ

う。」と、おっしゃいます。この言葉が現代を生きる私

たちにも有難く響きます。イエス様が「わたしのもと

に来なさい。休ませてあげよう。」と、おっしゃる。だ

から私たちも自分からイエス様に心を向けて行く。イ

エス様に近づいて行く。そしてイエス様が与えてくだ

さる真の安らぎを味わう。それを大事にしたいです。

同時にイエス様は「わたしに学びなさい。そうすれば、

あなたがたは安らぎを得られる。」と、おっしゃいます。

この「わたしに学びなさい。」というイエス様の言葉が

大事なのだと思います。私たちが本当の力を回復する

ために、イエス様に学ぶことが必要です。イエス様が

神の子としてこの世に遣わされたのは、私たちに本当

の安らぎを与えるためです。そしてそのために大事な

ことがあることを教えてくださろうとされたのだと

思います。イエス様は「わたしの軛を負い、わたしに

学びなさい。そうすれば、あなたがたは安らぎを得ら

れる。」と、おっしゃいます。イエス様が負いなさいと

呼びかけられるイエス様の軛はイエス様の教えのこ

とです。そしてイエス様の教えは人に重荷を与えたり、

人を不自由にするものではありません。逆にイエス様

の呼びかけに応えて歩むことで、自分が解放され、自

由になれるものです。イエス様は「わたしのもとに来

なさい。」と、おっしゃいます。私たちがイエス様とつ

ながって歩んでいることを

意識していくなら、必ず力が

与えられます。その力が私た

ちに真の安らぎを与えてく

ださいます。 
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★★信徒の声★★ 
 

0.０２パーセントの確率 

―マリアの宣教者フランシスコ修道会 日本創立の地 熊本修道院でー 

 

シスターU FMM 

２０２３年５月２４日、私は熊本修道院で「リン

さんの最高裁無罪判決を祝う！お祈りと感謝の集

い」に偶然立ち会うことになりました。 

ベトナム技能実習生レー・ティ・トゥイ・リンさ

ん（当時２１才）は２０２０年１１月双子の嬰児の

死体を遺棄したとして 1、2 審ともに有罪判決を受け

ましたが、２０２３年３月２４日最高裁で無罪とな

ったそのお祝い会でした。 

日本語がほとんどわからないリンさんに何が起こ

ったのでしょうか。3 年前、熊本県芦北町みかん農園

で働く彼女は妊娠したことを誰にも相談できず（知

られると本国に返される契約）、農家の離れで孤立

出産し、双子の嬰児の死体をタオルにくるみ、2 人の

名前や生年月日、お詫びの言葉に加えて、「ゆっく

り休んでください」などと書いた手紙を置いて、段

ボールに入れました。そして、間もなく発見された

彼女は産婦人科で診察を受けている間の３３時間、

遺体を遺棄したとして罪に問われました。 

 

熊本修道院が関わることになった２つのエピソー

ド 

① 高齢姉妹の多い熊本修道院にベトナムから派遣さ

れた Sr B の話から。 

『この事件が起こってすぐに支援者の方々から何

度も通訳を依頼されましたが、まだ十分な日本語

（特に専門用語）ができないから、無理だと何度

も逃げました。ある朝５時に慈恵病院の先生の奥

様から「B しかいない」とメールが入った時、神

様の声だ、と感じ「はい」と応えました。そし

て、聖堂に行くと、なぜか、ぽろぽろ涙が止まり

ませんでした』彼女が「お言葉通りになりますよ

うに」と聖母のように答えた時から、事はどんど

ん運ばれ、ずっとリンさんを支え最高裁で通訳

し、無罪となる一端を担いました。 

② 心も体もぼろぼろになったリンさんは底冷えのす

る留置所に３か月拘留されていました。身元引受

人となれば彼女は保釈されますが、熊本ではマス

コミに大きく取り上げられています。躊躇する姉

妹たちの中で、一人が声を上げました。それはち

ょうど待降節の時でした「マリア様が宿を探して

おられる。どうして、私たちは宿を貸してくださ

いというマリアの願いを断ることができるでしょ

うか」・・そして、熊本修道院で彼女を預かるこ

とになりました。 

 

リンさんのお祝いに参加したのは、修道院の姉

妹たちだけではありません。「自分のこんな近く

で、こんなつらい思いをしている人がいる」と思

うと何かせずにはいられず署名活動を始めたとい

う女性達。手取教会を拠点として滞日アジア人を

支援するコムスタカの方々、国際 NGO の YWCA

の方々、助産師さん、孤立出産から内密出産へと

女性と子供を守るために活動しておられる先生と

慈恵病院の看護師さんたち、そして裁判のために

日本各地を飛びまわってくださった弁護団の

方々。そして、この場におられない多くの善意の

方々の心もここにありました。署名のために、経

済的支援のためにどれほど多くの人々がリンさん

を支えて来られたことでしょう。 

無罪判決までの３年間、リンさんは善意の人々

に出会うと同時に、悪意としか言いようのない批

判をマスコミから、ネット上でと受け続けまし

た。技能実習生の過酷な労働、低賃金、孤独でい

のちの危険にさらされた孤立出産、子どもの死

産、逮捕、拘留など考えられない苦しみを背負い

ました。 今も、時折、淋しく、厳しい表情を見

せるリンさんですが、この祝いの会ではとても優

しい表情をしておられました。それは、２４才の
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若い美しい本来のリンさんでした。 

「４５年の弁護士生活の中で、最高裁で無罪を

勝ち取るとは思わなかった。なぜならそれは 0.0

２パーセントの確率だからです。」という弁護士

の話に驚きました。無罪は奇跡的なことだったの

です。それはリンさんの自分は赤ちゃんを捨てて

いない、無罪だという揺るがない意志と支援者の

善意を主が聴いてくださった奇跡だったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わくわくした初聖体 

 A N 

わたしは、六月十一日の十時のごミサで、田丸神父様

から初聖体をうけました。 

 初聖体をうける前、ご聖体をどのように思っていた

かというと、母からモナカのかわみたいな味と言われ

ていましたが、モナカをぜんぜん食べたことがないの

で、どんな味かわからなくてずっと楽しみにしていま

した。じっさいにご聖体を食べてみて、思っていたよ

りもおいしいかもと思いました。 

 初聖体をうけるためのべん強は、むずかしいところ

もあったけれども、楽しかったので毎回つづけること

ができました。 

 初聖体当日は、やっと楽しみにしていた日だったの

でうれしかったです。わたしは、教会の白いドレスと

お花がついたカチューシャをつけました。とてもかわ

いかったです。 

 これからわたしは、より神様によろこんでいただけ

る行動をしていける人になれるようにがんばります。 

 

初聖体の感想 

J N 

ごせいたいをいただくときにドキドキしたけど、こん

な味なんなだって思いました。 

これからもイエス様について知りたいです。 

 

  

初聖体を受けて 
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１）「アルペなんみんセンター」事務局長有川憲治氏の講演会」 

（中和田教会主催・戸塚教会福祉部協力）7 月 30 日（日）中和田

教会聖堂で主日のミサ後 10:30~12:00 に、有川憲治氏の講演会

を開催します。日本における難民の状況、私たちにできる事、難

民を歓迎できる社会になどをテーマに話していただきます。当日、

中和田教会で 9 時からのミサに与る事が可能です。講演後交流会

を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 「聴く会」（コンゴでの愛の証しの奉仕を 38 年間・シスターS のお話） 

  8 月 27 日（日）のミサ後、11:15~12:15 に聖堂で、原宿の「マリアの宣教者フランシスコ修道会」のシスタ

ーS の話を伺います。看護師でもあるシスターS は 38 年にわたり、内戦が続くコンゴ民主共和国で福音宣教

に献身されました。コンゴの社会状況、シスターS の仕事・経験、戸塚教会信徒に望む支援などの貴重な話を

伺う機会です。 

 

３）原宿の修道院用 古布の寄付のお願い 

「マリアの宣教者フランシスコ修道会」では、介護棟で使う古布の寄付をお願いしてい

ます。綿または綿混紡の素材の布が望ましいとの事です。7 月 22 日（土）〜7 月 30 日

（日）まで、教会受付内にダンボール箱を設置しますのでご協力をお願いします。 

   

４）ステラマリスの毛糸の帽子編みサークル今後の開催予定 

7 月 26 日（水）、8 月 30 日（水）に開催を予定しています。 

いずれも 13:00〜15:00、２階の集会室です。編み物の経験のない方もどうぞ参加下さい。 

 

５）福祉部運営チームメンバーの募集 

  福祉部では、教会のさまざまな福祉の活動の立案と運営等を担当する運営チームメンバーを募集しています。

どうぞお気軽に福祉部員の声をおかけ下さい。 

 

 

 

福祉部からのお知らせ 
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司祭、修道者の召命のために祈ります。いつくしみ深い神よ 私たちは教会と人々に仕える司祭、修

道者の召し出しを心から待ち望んでいます。あなたの呼びかけを聞きとめ司祭、修道者の召命が生ま

れますように。 

 

守護聖人ペテロの祝日 

６月２５日(日)戸塚教会の守護聖人ペテロのミサでした。ミサ後の親睦会で歌の発表がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖歌隊による発表 

一粒会祈りのリレー（7 月） 

英語ミサ・聖歌隊

両グループの発表 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜７月度定例教会委員会（7/9）＞ 

【協議事項】 

 （１) 「信仰を深める分かち合いの集い」土曜日開

催（教学部） 

水曜日だけではなく、8 月より毎月第 3 週土曜日

14：00〜15：30 にも開催する。 

神父様の主なコメント：できるところから、集ま

りやすい形態・関係者で早速実施することもよい。 

人数は 5、6 人で 1 グループにして行うのがよい。 

（2）8 月 9 月のオープンデー開催（福音宣教部） 

 ８月の開催はお休みし、９月は３日（日）12：30

〜14：00 の開催を予定。 

委員長コメント：オープンデーは 1 年継続になって

いる。さらに活性化する方法も検討したい。 

（3）高齢者のご希望伺いについて(総務部) 

今回は、典礼部からの「敬老のお祝い」のミサ案

内の定例のはがきに代えて手紙にお伺いを同封し

て、アンケートを行う。担当は総務部で他部ボラン

ティアを募る。敬老のお祝い当日の対応（ミサ準

備、記念品準備、欠席者への対応など）は典礼部が

担当。アンケートの内容のうち、高齢者の方の車送

迎の質問は今回は取りやめ引き続き検討する。 

（4）主日ミサ参加者の地区･年齢層アンケート(総務

部) 

昨年 5 月･6 月と同様に地区と年齢層のアンケートを

2 週にわたって行い、地区制を検討する資料とする。 

神父様の考え：矢部地区に市外も含まれており、広

範囲である。 

委員長コメント： 

・前回の地区割は人数比（ミサ参加率含む）に幅が

あるので、平準化したい。・地区制が有する役割

は、教会の各種活動がきちんと伝わることの支援で

ある。（メール利用が多くなってきたので、電話・

FAX 連絡網の利用率は減ってきている。） 

（世話人の数を減らす、地区割の単位をもう少し大

きなものにする、などを考えている。） 

他委員の意見：世話人の負担を下げる工夫が必要と

考える。 

（５）高齢の方々へ熱中症対策の水分補給について

(行事親睦部） 

連日の厳しくなる暑さ対策として、例年のようにお

茶を購入して配ることとする。夏季の対応は予算を

含め行事親睦部が担当しミサ後の飲み物配布に教会

委員会メンバーなども支援する。今後、総務部で、

災害用備蓄対応を検討し、消費期限が近くなったも

のを配布することも検討する 

（６）Zoom ライセンス更新について（総務部） 

電話サポート無しの廉価版「24,970 円(税込)/アカ

ウント」で契約する。 

（７）ポケトーク（翻訳機）の導入（典礼部） 

昨今、外国籍の方が教会のミサにも来られるように

なり、ミサや受付での案内などに対応するため、音

声翻訳機を２台導入する。 

（８）教会だより 7 月号ミサ行事予定表の確認（典

礼部） 

（９）中和田教会「NPO 法人アルぺ難民センター事

務長 有川憲治氏 講演会」について（福祉部） 

戸塚教会でのお知らせ（掲示板、メール配信、ごミ

サでのお知らせ 7/22(土)・23(日)）を行う。 

（１０）「聴く会」シスターのお話を聴く会につい

て（福祉部） 

・8/20(日)は英語ミサもあるため、「聴く会」は

11:15〜12:15 枠で実施する。 

（１１）原宿修道院介護棟布集めのお願い（福祉

部） 

清拭用布集めのお願いを下記要領にて実施する。 

① 募集期間 7/22(土)〜2 週間 

② お知らせ（福祉部掲示板のポスター、メール配

信、ごミサでのお知らせ 7/15(土)・16(日)）をする 

（１２）その他 

典礼部からの要請：先唱者向けの「お知らせ」の締

め切りは木曜日なので、厳守願いたい。 

 

［報告事項］ 

【教会委員長】 

① 6/25(日)14 時から 15 時まで大船教会で第五地

区の教会委員長会議が行われ、各教会の感染対策の

状況などについて情報交換をした。 

委員長コメント：新型コロナ感染症対応状況は、戸
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塚・中和田・原宿以外は緩和の方向に進んでいる。 

【財務部】 

世界広報の日献金は\46,000、聖ペトロ使徒座へ献

金は\69,000、それぞれ横浜司教区に振り込みまし

た。たくさんのお祈りとご協力をありがとうござい

ました。 

【総務部】 

① 総務部会議・・・6/24(土)午前 10 時〜12 時(1F

集会室)にて実施。(ア) 庶務グループを発足・活動開

始の場合の在り方など、(イ) 土地活用検討委員会発

足・活動開始に係る教会全体の意見の引出し・情報

交換・集約などの課題と対策など(9 月の中間報告な

ど委員会からのアウトプットの在り方を含む)、(ウ) 

80 歳以上の高齢者の現状調査の進め方、(エ) 地区制

の見直し・整備、の 4 点の検討を実施。各種意見が

出てきたので今後の進め方の参考とする。 

【管財部】 

① クリプタの雨漏りについて 

漏水経路を調査し漏水部への簡易的な処置を実施。

今後、施工業者(藤木工務店様)の施工内容と見積りを

入手し処置予定。予算は 10 万円規模と想定。 

② 地下の棚の整理について 

 備品の要否の日程は準備できなかったため別途連

絡する。各部会の棚利用状況の連絡をお願いする。 

【典礼部】 

①  報告事項 

・祈りの会（教学部・典礼部）：6/18(日)10 時ミサ

後、久我神父様のご指導。2 階会議室 15 名参加。

7/16(日)10 時ミサ後、久我神父様のご指導。2 階会

議室 6 名参加。 

・ 戸塚教会の守護聖人・聖ペトロのお祝いミサ：

6/25(日)10 時〜、インターナショナルミサ。 

ミサ後懇親会：聖歌隊と英語ミサグループのコーラ

ス。行事親睦部よりお菓子とお茶。 

②  今後の予定 

・ 教区懇談会（軽井沢）・・・7/29(土)、30(日)田

丸神父様不在のため、両日とも関根神父様の司式。 

・集会祭儀・・・8/5(土)16 時、8/6(日)10 時 田

丸神父様は片瀬教会で代行司式のため、集会祭儀。 

・平和旬間祈りのリレー：８/６(日)〜１５(火) 各

教会（戸塚・原宿・FMM 修道院）で祈りを繋ぐ。 

・聖母被昇天ミサ：8/15(火)10 時※後懇親会予定 

・敬老のお祝いミサ：9/9(土)16 時、10(日)10 時 

なお、参加対象者は現在 211 名。 

【教学部】  

① 6/14(水)：「祈りを深める分かち合いの集い」

（田丸神父様ご指導） 

② 6/17(土)：「Zoom で行う信仰を深める講座」

（田丸神父様ご指導）ホームページに資料を掲載 

③ 7/2(日)：「その日のミサの福音を味わう集い」

（田丸神父様ご指導） 

④ 教会学校サマーキャンプ 8/4(金)・5(土) 

カトリック二宮教会にて、第五地区の７教会プラス

雪の下教会の有志で実施する。 

神父様コメント：司祭がすべての活動に関与できな

い現状であるが、各活動の企画・運営状況の報告を

適正に行うことで、重要事項に係る決定などに司祭

がうまく関与するのがよい。 

【福音宣教部】 

① オープンデー７/２(日)開催報告：参加者ゼロだっ

た。（暑い日だったことも要因の一つ） 

② ２０２３年度第２回横浜教区神奈川第５地区共同

宣教司牧委員会開催報告（議題資料参照） 

・６/２５（日）１５：00〜17：00 参加者：司祭

５名、修道者６名、信徒（小教区委員長）７名。 

・横浜教区宣教司牧評議会主催の「教区懇談会」が

７/２９(土)・３０日(日)に軽井沢で開催予定。 

第５地区共同宣教司牧委員会から田丸神父様と大

船・原宿から２名の信徒参加。 

・目的は教区全体の三者（三部門＝祈る力を育てる

部門・信仰を伝える力を育てる部門・神の愛を証し

する力を育てる部門）による交流と梅村司教との意

見交換。 

【広報部】 

① ８月号は休止、９月号以降も活動部報告を募集。 

【福祉部】 

① サーラー向け集まった品物は、7/11（火）にサー

ラーの方が取りに来られる。 

② 2 階会議室エアコン下の棚を整理した 

【行事親睦部】 

① 6/25(日) 聖ペトロのお祝いミサで、新しい賛歌

A を若手ソロの皆さんで初披露。ミサ後インターナ

ショナルグループと聖歌隊の歌とお茶お菓子で歓

談。約 100 名参加。 

 

次回教会委員会は 9/10(日) 11:30〜 

 

 


